
生徒の皆さんへ 

 

以下の文章は、令和２年３月１９日に開かれた国の新型コロナウイルス感染症対策専門家会議で出され

た提言の一部です。内容をよく読んで、新型コロナウイルス感染拡大防止について、理解を深め、適切な

行動に心がけてください。 

 

新型コロナウイルス感染症対策専門家会議                   抜粋 

「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（2020 年3 月19 日） 

Ⅲ．提言等 

１（５）学校等について 

春休み明け以降の学校に当たっては、多くの子どもたちや教職員が、日常的に長時間集まることによる

感染リスク等に備えていくことが重要です。この観点から、まずは、地域ごとのまん延の状況を踏まえて

いくことが重要です。さらに、今後、どこかの地域でオーバーシュートが生じた場合には、地域ごとの対

応に関する基本的な考え方を十分踏まえていただくことが必要です。 

また、日々の学校現場における「３つの条件が同時に重なる場」を避けるため、①換気の悪い密閉空間

にしないための換気の徹底、②多くの人が手の届く距離に集まらないための配慮、③近距離での会話や大

声での発声をできるだけ控えるなど、保健管理や環境衛生を良好に保つような取組を進めていくことが重

要です。 

併せて、咳エチケットや手洗いなどの基本的な感染症対策の徹底にもご留意ください。 

児童生徒や学校の教職員については、学校現場で感染リスクに備えるとともに、学校外での生活で感染

症の予防に努めていくことが重要です。日頃から、集団感染しやすい場所や場面を避けるという行動によ

って急速な感染拡大を防げる可能性が高まります。例えば、できるだけ換気を行って密閉空間を作らない

ようにしたり、咳エチケットや手洗いなどの基本的な感染症対策を徹底したり、バランスのとれた食事、

適度な運動、休養、睡眠などで抵抗力を高めていくことにも心がけてくださるようお願いします。 

教職員本人やその家族等が罹患した場合並びに本人に発熱等の風邪症状が見られる場合には、学校へ出

勤させないよう徹底してください。また、児童生徒にも、同様の取組の徹底を図るようにしてください。 

２（２）感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別について 

感染者、濃厚接触者とその家族、この感染症の対策や治療にあたる医療従事者とその家族に対する偏見

や差別につながるような行為は、断じて許されません。誰もが感染者、濃厚接触者になりうる状況である

ことを受け止めてください。 

感染症対策に取り組む医療従事者が、差別等されることのないよう、市民等は高い意識を持つことが求

められます。 

（６）若者世代の皆様へのお願い 

若者世代は、新型コロナウイルス感染による重症化リスクは高くありません。しかし、無症状又は症状

が軽い方が、本人は気づかずに感染を広めてしまう事例が多く見られます。このため、感染の広がりをで

きるだけ少なくするためには、 改めて、３つの条件が同時に重なった場に近づくことを避けていただきま

すようにお願いします。特に、オーバーシュート（爆発的患者急増）のリスクを高めるのが、「３つの条件

が同時に重なる場」を避けにくい状況が生じやすい、「全国から不特定多数の人々が集まるイベント」であ

ることもわかってきました。イベントそのものがリスクの低い場で行われたとしても、イベントの前後で

人々が交流する機会を制限できない場合には、急速な感染拡大のリスクを高めますので、十分に注意して

行動してください。 

また、ご自身が新型コロナウイルスに罹患した場合やその家族等が罹患した場合並びに発熱等の風邪症

状が見られる場合には、ご自身の経過観察をご自宅で継続するとともに外出を避けるように徹底してくだ

さい。 


